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液を採取し、ELISA 法で血清コチニン測定し喫煙群（血清コチニン値 >5.3 
ng/mL）と非喫煙群（血清コチニン値 <1.0 ng/mL）に分類した。採取された絨毛組
織より RNAを抽出し、RT-PCR 法で血管新生関連の遺伝子として vascular 
endothelial growth factor A (VEGFA)、placental growth factor (PlGF)、
Vascular endothelial growth factor receptor 1 (FLT1) 及び Hypoxia-
inducible factor 1-alpha (HIF1A)、アポトーシス関連の遺伝子として Tumor 
protein p53 (TP53)、Bcl-2-associated X protein (BAX) 及び B-cell lymphoma 
2 (BCL2) の遺伝子発現を定量し、喫煙群と非喫煙群で比較検討した。 
結果：血清コチニン値により喫煙群 20 例と非喫煙群 32例に分類し、血清コチニン
値 1.0-5.3 ng/mLであった 5 例を除外した。trophoblast の血管新生を促進する
PlGFと HIF1Aの遺伝子発現は喫煙群において高値を示した。喫煙群においてアポ
トーシスを誘導するとされる TP53 及びアポトーシス促進タンパクである BAXの遺
伝子発現は高値を示し、またアポトーシスの指標となる BAX/BCL2 の遺伝子発現比
も喫煙群で高値を示した。 
結論：妊娠初期における喫煙は胎盤の形成期における遺伝子発現に影響があり、血
管新生とともにアポトーシスを誘導することが示唆された。 
 
 
 
